





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































- 80 -(53) 
「会津・南蛮扉風Jの謎
注
(1) Iレパント戦闘図」は1571年のレパント沖の
海戦を描いたものであり，この海戦はギリシア
西部のコリントス湾にあるレパント沖でローマ
教皇庁・スペイン・ヴェネツイアからなるキリ
スト教国連合艦隊とオスマン艦隊とが激突し，
連合艦隊が圧勝した戦いである。当該の扉風絵
では背景に海を配してはいるものの，陸上戦と
して描かれているのは勇猛に戦う武人像を強調
する意図が込められているものと考えられる。
図3 1940年の「池長美術館開館記念ポスターJ(r南蛮堂コレクションと池長孟]より)
ルドルフ二世の拡大像の右肩に黒ずんだ顔が見える。(レパント戦闘図からの借用像)。
図4 Iレパント戦闘図」六曲一双(部分)香雪美術館蔵(重要文化財)。左上にローマ王，その右にス
ペイン軍旗。その右端の顎髭の騎士の風貌は，図 2のカール五世に酷似している。また下部左端の騎
士と中央から右寄りの 2人の騎士の肩に人面か獣面か不明な像が描かれている。この像は，図 3のル
ドルフ二世の右肩にも描かれている。
81一(52) 
「会津・南蛮扉風」の謎
4.南蛮堂主人・池長孟という人物。
『会津・南蛮扉風jこと『泰西王侯騎馬図』戦
闘図が海外に流失することなく，現在のような
かたちで一般公開され，多くの人々の鑑賞に供
せられるようになったのは，南蛮美術の一大コ
レクター池長孟の功績である。近年発行された
『南蛮堂コレクションと池長孟j(2003年7月19
日・神戸市立博物館)の序文には次のような人
物紹介の記述が見られる。
「かつて神戸に池長孟 (1891~ 1955)という人
物がおりました。兵庫という古い町の名家の主
人でしたが， <つらつら世間を見るに，お金っか
いの名人はあまり見当らぬ〉といいながら，そ
の財産をつぎこんで南蛮美術を蒐集しました。
彼は〈蒐集は，ひとつの創作であります〉とい
う信念を掲げ(日本で製作された異国趣味美術
品〉の集大成をめざします。エキゾチックに浮
き身をやつした池長は，みずから(南蛮堂〉と
号しました。昭和15年 (1940)には(神戸のよ
うな国際大都市にして，美術館の一つも持たな
いということは，国民教養の程度も察せられて
大きな国辱である〉と考えて，自分で美術館を
作り，コレクションを一般に公開しました。(以
下省略)J
池長美術館は1938年(昭和13)に完成し，
1940年に一般公開された。このときの「開館記
念展ポスター」には，池長お気に入りの「泰西
王侯騎馬図」のなかから神聖ローマ帝国皇帝ル
ドルフ二世の絵を拡大して用いており， I池長
美術館・南蛮美術の殿堂・日本製作の異国趣味
美術一堂に蒐まる・今期は主要秘宝の展観・紀
元二千六百年記念jなと守の文字が踊っている。
そして出品目録には，池長のコレクションへの
自信と鑑賞者への謙虚な姿勢が次のような言葉
で綴られている。
「お願い。貧しい私があっかましい考えを起
こして一個の力で建てた美術館，とても一時に
は数多くを陳べきれない，狭小なみすぼらしい
建物であることをお許し下さい。そのかわり中
身は世界的に自慢しでもいいと自惚れていま
す。又いかめしいそして千篇一律の博物館の多
い中に，こうした家族的な親しみのある，専門
的な美術館の存在も確に意義のあることと信じ
ています。 I日蔵者の時代には，到底見せてもら
えなかった秘宝が，沢山あります。素通りをし
ないで，一品づっゆっくり鑑賞していただきた
い。そして一度では分かりませぬ。二度三度と
御覧下されば，一層味わいがにじみ出ます。こ
の宝物は既に皆様のものなのですから，充分そ
の価値を認識して，皆様のお力によって，愛護
して下さいますように偏にお願い申し上げま
す。」
彼が生存中に収集した南蛮美術品は7000点を
超えるといわれるが，その中で彼がもっとも気
に入っていた絵画は『泰西王侯騎馬図J扉風と
『聖フランシスコ・ザヴイエル像』であった。現
在の神戸市立博物館は，池長孟の南蛮美術コレ
クションを基礎にして成立したものである。池
長の功績は，かつて朝敵とされた会津藩の襖絵
を情熱を傾けて優雅な「扉風絵」に仕立て上げ，
数々の南蛮美術品を海外に流失させる事なく保
存したこと，さらに国際都市神戸に自力で美術
館・博物館を建設したことにある。ここには真
の美術愛好者の神髄が見られる。また彼は，こ
の美術館の建設によって社会教育の実践者を自
負していたことも付け加えておかねばならな
"，(1)。
注
( 1) 池長は育英商業学校(育英高等学校)の校長
を20年務め，社会教育の重要性を指摘してい
る。彼は「浮世絵美術館一建設の機運-Jの中
で，それを次のように語っている。 i(省略)私
がここに，特に声を大きくして叫ばんとするも
のは，教育に於て最も重要なる位置を占むべ
き，社会教育の絶無である。我々大人の教えら
ゑ守ものは，何一つ無い。子供の教育よりは，
親爺教育が日下の急務である。親爺が賢くなれ
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ば，子供はひとりで賢くなる。然るにラジオは
くだらぬものばかりを放送し，図書館では駄小
説のみを包蔵し，見るべきほどの美術館も持た
ぬ。あまりに貧弱な文化施設を如何とかなす。
(省略)学校教育は重大である。併し，本末を顛
倒せず，教育の本義の理解から出発しなければ
ならぬ。そして，学校教育は，社会教育の，ほ
んの一部であることを知らなければならない。」
(r南蛮堂コレクションと池長孟j56頁)。
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